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Snow flakes（十日町総合高校写真部）
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　昨冬の豪雪により春先の除雪に多くの経費を要したことに伴う除雪費の追加、Uターン者や
地域おこし協力隊員の定住促進に関する補助金などの補正を行いました。

【主な事業】
●定住促進助成事業〈企画政策課〉
　・Uターン者等に対する定住促進助成事業補助金の追加 �  ２６０万円

●高齢化集落支援（地域おこし協力隊設置）事業〈企画政策課〉
　・地域おこし協力隊員等への起業支援補助金の補正 �  ３００万円

●高山コミュニティセンター建設事業〈企画政策課〉
　・高山地区のコミュニティセンター建設に伴う基本設計委託料の補正 �  ２８８万円

●地域自治組織活動支援交付金〈企画政策課〉
　・とおかまち応援寄附金を財源とした活動支援交付金の追加 �  ５１５万円

●私立保育園運営事業〈子育て支援課〉
　・国が定める保育単価の増に伴う私立保育園運営委託料の追加 �  ６,２１０万円

●医療施設整備等支援事業〈健康づくり推進課〉
　・施設整備補助金及び設備整備補助金の追加 �  ２,８７３万円

●中山間地域耕作条件改善事業（県単補助）〈農林課〉
　・耕作条件不利地の環境改善のための補助金の補正 �  １,４９７万円

●中心市街地拠点施設整備事業〈中心市街地活性化推進室〉
　・市民交流センター及び市民活動センターの改修工事費等の追加 �  ２,２３１万円

●市道除排雪経費〈建設課ほか〉
　・市道除排雪委託料等の追加 �  ４億７,６４４万円

一般会計補正予算12月定例会

三ツ山集落の古民家で農家民宿を開業する元地域おこし
協力隊と地元の茅葺き名人　　　　　　　　　　　　　 【補正予算（第６号）】

定住促進に関する事業、
市道除排雪経費
などの補正
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市政のここが聞きたい!一般 質問

十
日
町
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
組
み
と

�

総
合
事
業
の
対
応
に
つ
い
て

質
問 

人
口
減
少
や
急
速
な
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
中
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

対
策
、
家
庭
生
活
の
向
上
、
家
庭
生
活
を
支

え
る
社
会
環
境
の
整
備
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
住
民
健
診
及
び
が
ん
検
診
な
ど
の
各
種

検
診
を
受
け
る
人
の
割
合
を
高
め
る
こ
と
を

重
点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
未
受
診
者
に
は

保
健
師
や
看
護
師
が
訪
問
に
よ
り
受
診
を
勧

奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
食
生
活
や
運
動
習
慣

の
改
善
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
食
生
活
改
善

推
進
員
と
協
力
し
て
減
塩
食
、
バ
ラ
ン
ス
食

な
ど
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

家
庭
生
活
の
向
上
で
す
が
、
高
齢
者
に
つ

い
て
は
特
に
介
護
予
防
事
業
に
力
を
入
れ
、

運
動
教
室
や
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
の
交
流
の
場
を
広
げ
る
事
業
に
取
り
組

み
、
心
身
の
機
能
維
持
、
改
善
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

社
会
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
は
特
定
保
健
指
導

を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
き
盛
り
世
代
の
健

康
づ
く
り
の
意
識
向
上
を
目
的
に
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問 

基
幹
産
業
の
農
業
振
興
は
、
大
き
な

課
題
だ
。
①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
国
は
受
け

入
れ
た
が
、
国
会
の
議
決
案
件
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
内
容
は
国
民
に
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま

決
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
対
策
を
決
定
。
重
要

５
品
目
を
守
る
国
会
決
議
を
も
無
視
し
た
も

の
で
、
国
民
の
大
き
な
反
対
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
②

農
政
改
革
で
農
業
委
員
の
公
選
制
か
ら
市
長

の
任
命
制
と
な
る
が
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁 

①
多
く
の
輸
入
品
が
安
く
購
入
で
き
、

ま
た
日
本
の
優
れ
た
農
畜
産
物
等
が
輸
出
し

や
す
く
な
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も

増
え
、
一
定
の
経
済
効
果
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
一
方
で
、
コ
メ
は
無
関

税
輸
入
枠
が
新
設
さ
れ
ま
す
が
、
国
は
そ
の

相
当
量
を
備
蓄
米
と
し
て
買
上
げ
、
国
内
流

通
を
実
質
的
に
増
や
さ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

関
税
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
な
の
で
影
響
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
豚
肉
、
牛
肉
は
、
関
税
引
き
下
げ

で
安
価
な
外
国
産
品
の
輸
入
が
増
え
、
国
内

価
格
が
全
体
的
に
押
し
下
げ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
中
・
高
価
格
帯
に
あ
る
当
地
域
の

妻
有
ポ
ー
ク
や
和
牛
肉
は
直
ち
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
も
の
の
、
中

長
期
的
に
は
影
響
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
る

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
影
響
の
兆
候

質
問 

平
成
29
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
制
度

に
お
け
る
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
る
通
所
介

護
、
訪
問
介
護
に
つ
い
て
、
地
域
の
独
自
の

発
想
や
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

総
合
事
業
移
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
指
定
介
護
予
防
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
民

間
事
業
者
、
有
償
、
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
当
市
と
し
て

は
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
担
い

手
の
有
無
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
平
成
28
年

度
に
モ
デ
ル
的
に
事
業
に
取
り
組
む
中
で
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
か
選
定
し
ま

す
。
ま
た
介
護
予
防
給
付
の
現
行
サ
ー
ビ
ス

は
そ
の
ま
ま
総
合
事
業
へ
移
行
し
ま
す
。男性も健康づくりに参加しましょう！

村山邦一議員作成

を
素
早
く
察
知
し
、
適
切
に
対
応
が
取
れ
る

よ
う
、
国
、
県
、
生
産
者
、
流
通
業
者
等
と

連
携
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
攻

め
の
対
策
と
守
り
の
対
策
も
検
討
し
つ
つ
、

農
業
所
得
の
向
上
を
基
本
に
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
②
透
明
性
、
客
観
性
の
確
保
の
た

め
、
推
薦
、
公
募
と
し
、
選
考
委
員
会
を
設

置
し
意
見
を
聞
い
た
上
で
議
会
に
提
案
、
同

意
を
得
て
任
命
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
地
分
野
で
重
要
な
役
割
を
担
う
農
業
委
員

で
す
の
で
、
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
に
あ
っ

て
も
意
欲
を
持
っ
て
業
務
を
推
進
し
て
い
た

だ
け
る
方
に
着
任
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
積

極
的
に
立
候
補
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

村
山
邦
一 

議
員

羽
鳥
輝
子 

議
員

国会決議＝農産物重要５品目（コメ、
麦、牛肉・豚肉、乳製品、甘味資源
作物）については、「TPPでの関税削
減交渉の除外または再協議の対象とす
る」、「段階的な関税撤廃も含め認めな
い」、「重要５品目などの聖域の確保を
最優先し、それが確保できないと判断
した場合は、TPP交渉からの脱退も
辞さない」（2013年４月、衆参両院農
林水産委員会決議）。
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十
日
町
市
農
業
の
行
方
と

�

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

十
日
町
市
環
境
基
本
計
画
の

�

実
施
状
況
に
つ
い
て

質
問 

環
境
基
本
計
画
期
間
は
、
２
０
０
７

年
か
ら
２
０
１
５
年
と
さ
れ
、
実
施
計
画
は

毎
年
度
点
検
評
価
し
、
翌
年
度
の
事
業
実
施

に
反
映
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
見
直

し
が
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 

計
画
の
基
本
デ
ー
タ
の
最
新
化
、
放

射
性
物
質
関
係
の
追
記
、
計
画
策
定
後
に
具

体
化
さ
れ
た
事
業
、
例
え
ば
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

事
業
、
太
陽
光
発
電
へ
の
補
助
等
を
追
記
す

る
等
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
に
基

づ
き
、
審
議
会
で
専
門
的
な
調
査
、
審
議
を

行
う
と
と
も
に
十
日
町
市
市
民
環
境
会
議
も

設
置
し
、
庁
内
で
は
十
日
町
市
環
境
調
整
会

議
を
設
置
し
て
取
組
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

①
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
で
は
、
発

生
抑
制
、
再
使
用
・
再
利
用
の
推
進
、
協
働

と
連
携
の
取
組
み
、
適
正
処
理
に
向
け
た
取

組
み
に
つ
い
て
目
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
達
成
は
可
能
な
の
か
。
②
運
搬
方
法
の

見
直
し
で
委
託
費
の
削
減
や
売
却
収
入
が
見

込
ま
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
現
状
の
検
討

見
直
し
を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 
①
総
ご
み
排
出
量
、
総
資
源
化
率
、

最
終
処
分
量
に
そ
れ
ぞ
れ
目
標
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
26
年
度
の
予
測
値
と
実
績
を
比
較

す
る
と
、
総
ご
み
排
出
量
で
５
６
８
ｔ
の
減

量
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
終
処
分
量
で

質
問 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
で
農
業
品
は
８

割
の
品
目
で
関
税
が
な
く
な
り
コ
メ
な
ど
農

業
の
重
要
５
項
目
の
約
３
割
が
関
税
撤
廃
さ

れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
よ
る
市
農
業
の
影
響

と
３
年
後
の
減
反
廃
止
に
よ
る
市
農
業
の
行

方
、
農
地
中
間
管
理
事
業
と
十
日
町
産
魚
沼

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

直
ち
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
懸
念
さ
れ
る
兆
候
が
あ
れ
ば

関
係
者
と
連
絡
を
密
に
し
、
適
切
に
対
応
し

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
減
反
廃
止
後
は
、
競
争
社

会
を
勝
ち
抜
く
生
産
者
、
団
体
等
が
よ
り
一

体
と
な
る
強
い
産
地
に
向
け
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
役
割
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
し
農
地
の
集
積
と
認
定

農
業
者
の
確
保
を
目
標
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。
コ
メ
の
販
売
戦
略
は
、
官
民
協
働
で
需

要
拡
大
・
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
原
子
力
災
害
対
策
は
万
全
を
期
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
命
を
守
る
避
難
計

画
の
策
定
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
と
市
民

へ
の
災
害
情
報
伝
達
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

県
の
原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難
マ

ッ
チ
ン
グ
の
方
針
に
基
づ
き
、
年
度
内
を
目

標
に
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
市

か
ら
の
避
難
路
で
も
あ
り
整
合
性
を
図
る
た

め
共
同
で
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
県
は
避

は
１
２
３
ｔ
の
増
で
し
た
。
総
資
源
化
率
は

目
標
に
４
・９
ポ
イ
ン
ト
未
達
の
20
・３
％
と

な
り
、
更
な
る
ご
み
減
量
化
、
資
源
化
に
向

け
た
取
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
②

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
市
民
が
直
接
持

ち
込
ん
だ
古
紙
、
空
き
缶
は
売
却
し
て
い
ま

す
。
市
営
で
処
理
し
た
場
合
の
試
算
は
、
人

件
費
、
機
器
の
保
守
点
検
、
修
繕
等
で
約

７
千
数
百
万
円
ほ
ど
、
施
設
整
備
に
は
十
数

億
円
単
位
と
な
る
計
算
で
す
。
仮
に
５
千
万

の
売
却
益
が
見
込
め
て
も
、
今
の
委
託
料
と

同
じ
赤
字
が
出
る
試
算
で
す
。
業
務
委
託
に

関
し
、
議
員
の
ご
指
摘
後
、
市
場
単
価
が
20

％
以
上
動
い
た
場
合
に
は
見
直
す
と
い
う
新

た
な
や
り
方
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大規模改修中のエコクリーンセンター

越後田舎体験事業

難
先
と
受
入
側
間
で
の
受
入
施
設
、
避
難
所

運
営
等
の
調
整
や
災
害
の
種
類
、
状
況
等
に

応
じ
て
避
難
先
を
柔
軟
に
選
択
で
き
る
体
制

等
の
検
討
を
示
し
て
お
り
、
引
き
続
き
国
県

と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。
即
時
避
難
区
域
で

の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
は
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
避
難
準
備
区
域
で
は
、
備
蓄
分

を
分
散
配
備
す
る
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
配

布
方
法
な
ど
は
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
災
害
情
報
伝
達
で
は
、
現
在
の
複

数
の
伝
達
手
段
の
ほ
か
、
状
況
に
応
じ
て
広

報
車
や
戸
別
訪
問
な
ど
を
複
合
的
に
活
用
し
、

漏
れ
の
な
い
よ
う
行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

か
ら
デ
ジ
タ
ル
式
防
災
無
線
の
整
備
を
進
め

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
情
報
伝
達
手
段
を

一
元
化
、
連
携
す
る
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
計
画
で
す
。

涌
井

 

充 

議
員

高
橋
洋
一 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問



（5）

地
域
に
お
い
て
、
切
れ
目
の
な
い

妊
娠
、出
産
、子
育
て
の
支
援
を
！

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
は
中
止

地
域
防
災
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

質
問 

①
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
に
向
け
て

規
制
委
員
会
の
審
査
が
集
中
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。「
実
効
性
あ
る
避
難
計
画
」
に
つ
い

て
県
議
会
で
「
国
で
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な

い
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
な
く
し
て

は
、
被
爆
を
避
け
う
る
避
難
計
画
は
で
き
な

い
」
と
答
弁
し
た
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

②
再
稼
働
に
当
た
っ
て
は
周
辺
自
治
体
の
同

意
と
意
見
反
映
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁 

①
実
際
に
事
故
が
起
き
て
避
難
指
示

が
出
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
労
働
安
全
法
の

制
約
に
よ
り
対
応
が
難
し
い
と
い
う
法
体
制

の
整
備
、
原
災
法
と
災
対
法
の
法
体
系
の
整

備
に
よ
る
判
断
体
制
の
構
築
、
短
時
間
及
び

複
合
災
害
の
中
で
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

に
係
る
課
題
へ
の
対
応
、
Ｓス

ピ

ー

デ

ィ

ー

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の

予
測
的
活
用
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
各
自
治

体
が
行
う
防
災
対
策
、
原
子
力
対
策
へ
の
そ

れ
相
応
の
財
源
措
置
、
支
援
を
お
願
い
し
た

い
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
の
発
言
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
②
安
全
性
に
関
し
て
議
論
が
尽
く
さ

れ
た
後
、
最
終
的
に
は
県
知
事
か
ら
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ

の
判
断
の
際
に
は
当
市
の
よ
う
な
周
辺
自
治

体
に
も
し
っ
か
り
と
意
見
を
伝
え
る
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

国
は
災
害
対
策
基
本
法
を
改
正
し
た

が
市
の
地
域
防
災
計
画
は
未
改
定
で
あ
る
。

質
問 

子
育
て
世
代
の
家
庭
形
態
や
就
労
形

態
が
多
様
化
す
る
中
、
地
域
全
体
で
子
育
て

を
支
え
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
子
育
て
の
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

相
談
窓
口
の
整
備
と
周
知
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。答

弁 

ま
ず
は
母
体
の
健
康
、
経
済
面
や
発

育
状
況
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
相

談
を
受
け
る
者
は
、
組
織
と
し
て
も
非
常
に

責
任
が
重
い
と
思
い
ま
す
し
、
専
門
性
を
高

め
る
べ
く
対
応
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
相
談

窓
口
の
周
知
や
親
し
み
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
等
、
い
ろ
ん
な
手
段
を
講
じ
な
が
ら
専
門

的
な
指
導
を
行
う
ほ
か
、
同
じ
悩
み
を
抱
え

る
方
と
の
意
見
交
換
の
場
も
必
要
と
考
え
ま

す
。
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

重
層
的
に
重
ね
る
中
で
、
情
報
が
的
確
に
届

き
、
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
に
臨
め
る
環

境
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
総
合
計
画
の
土
台
が

揺
ら
ぐ
と
も
言
え
る
大
事
な
事
業
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

質
問 

出
産
前
後
の
母
親
の
ケ
ア
が
少
子
化

対
策
に
と
っ
て
重
要
と
な
り
ま
す
。
産
後
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　

答
弁 

大
き
い
市
に
比
べ
、
当
市
で
は
産
科

医
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

た
か
き
医
院
が
独
自
に
産
後
ケ
ア
に
取
り
組

住
民
へ
の
情
報
伝
達
、
消
防
と
の
連
携
、
避

難
所
の
増
設
等
の
対
策
が
急
務
で
は
。　
　

答
弁 

地
域
防
災
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
も
修
正
個
所
が
多

く
、
関
係
機
関
へ
の
意
見
照
会
に
時
間
を
要

し
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
防
災
基
本
条

例
の
策
定
と
並
行
し
て
進
め
て
お
り
、
こ
の

条
例
と
計
画
に
そ
ご
が
な
い
よ
う
確
認
し
な

が
ら
、
今
年
度
中
の
改
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
情
報
伝
達
機
能
で
は
、
既
に
配
備
し
た

も
の
と
新
た
な
も
の
を
両
方
活
用
し
、
瞬
時

に
情
報
が
流
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
避
難
所
、
情
報
伝
達
に
お
い

て
も
過
去
の
災
害
で
の
反
省
点
が
あ
り
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
適
切
な
も
の
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

アップルとおかまちに移転新設した
子育て支援センター「くるる」　 　

ま
れ
て
お
り
、
今
後
た
か
き
医
院
と
相
談
し
、

ど
う
い
う
協
力
や
支
援
が
で
き
る
か
協
議
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
市
で

は
、
妊
娠
届
時
か
ら
不
安
が
あ
る
方
や
、
出

産
に
不
安
を
抱
え
る
方
に
は
、
地
区
担
当
保

健
師
が
随
時
、
家
庭
を
訪
問
し
た
り
相
談
に

応
じ
た
り
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問 

子
育
て
期
間
の
情
報
を
必
要
な
人
に

タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
取
組
み
が
有

効
で
す
が
推
進
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
文
化
が
急
速
に
普

及
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
市
と
し
て

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
か
、
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
く
中
で
、
可
能
性
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
沢
幸
子 

議
員

安
保
寿
隆 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問

安保寿隆議員作成

　県議会では、「権限を持つ国でなければ対
応できない課題があり、これらの解決なくし
ては、被爆を避けうる避難計画はできない」
と答弁し、その具体的内容を示した。
（1）高線量下で防災業務に従事する者に関す

る法整備
（2）原子力災害と自然災害に関する法体系の

一元的見直し
（3）安定ヨウ素剤の配布及び服用の整備
（4）防備対策実施の判断のためのSPEEDI等

の予測的手法の活用などの原子力災害対
策指針の見直し

（5）防護対策に関する財源措置

「実効性ある避難計画」について県の見解



（6）

市政のここが聞きたい!一般 質問

十
日
町
市
の
観
光
戦
略
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

大
地
の
芸
術
祭
に
つ
い
て

質
問 

第
６
回
展
が
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。
総
括
及
び
課
題
、
今
後
の
方
針
、
展
望

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
①
こ
へ
び
隊
、
地
元

サ
ポ
ー
タ
ー
、
地
域
住
民
等
の
関
わ
り
状
況

②
ツ
ア
ー
企
画
や
周
遊
バ
ス
・
タ
ク
の
運
行

状
況
と
乗
車
人
数
の
検
証
と
課
題
③
宿
泊
状

況
と
民
泊
の
導
入
④
各
種
視
察
状
況
⑤
人
気

施
設
等
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
改
修
⑥
大
地
の

芸
術
祭
の
里
と
し
て
の
通
年
の
取
組
み

答
弁 

①
こ
へ
び
隊
は
第
６
回
展
で
は
延
べ

２
、２
１
２
名
の
参
加
で
し
た
。
う
ち
海
外

こ
へ
び
隊
は
85
名
で
、
飛
躍
的
に
増
加
し

ま
し
た
。
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

１
５
０
名
の
登
録
が
あ
り
、
地
元
の
住
民
主

体
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
住

民
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
千
客
万
来
事
業
の

活
用
や
作
品
管
理
、
お
も
て
な
し
な
ど
を
地

域
自
治
組
織
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
②
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
７
つ

の
コ
ー
ス
１
２
７
本
を
運
行
し
４
、１
２
５

名
の
利
用
で
し
た
。
今
回
の
新
し
い
試
み
で

あ
る
周
遊
バ
ス
・
タ
ク
は
10
コ
ー
ス
９
５
６

本
の
運
行
で
１
万
２
、２
０
４
名
の
利
用
で

し
た
。
利
用
者
の
満
足
度
は
高
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

交
通
事
業
者
を
交
え
な
が
ら
交
通
シ
ス
テ
ム

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
③
市
内
の
宿
泊
施

設
は
約
２
、５
０
０
で
す
が
、
会
期
中
、
週

質
問 
①
大
地
の
芸
術
祭
の
総
括
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
②
外
国
人
観
光
客
の
現
状
と

対
応
に
つ
い
て
③
雪
国
観
光
の
推
進
に
つ
い

て答
弁 

①
総
括
と
し
て
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

挙
げ
ま
す
。
１
つ
目
は
交
流
人
口
の
増
加
で

す
。
過
去
最
高
の
51
万
人
の
来
訪
者
が
あ
り

ま
し
た
。
２
つ
目
は
越
後
妻
有
全
体
が
美
術

館
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
で
す
。
今
後
の
展
望
は

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
第
７
回
展
の
開
催
と
大

地
の
芸
術
祭
の
里
と
し
て
通
年
の
取
組
み
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
②
平
成
27
年
１
月

か
ら
９
月
ま
で
の
外
国
人
宿
泊
者
は
約
２
、

１
０
０
人
で
し
た
。
今
年
度
か
ら
本
格
的
に

外
国
人
観
光
客
誘
客
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
ニ
ー
ズ
把
握
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
受
け
入
れ
体

制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
③
雪
を

活
か
し
た
観
光
は
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か

ら
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
の

誘
客
事
業
な
ど
、
雪
国
観
光
圏
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
冬
場
の
観
光
誘
客
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

質
問 

①
Ｊ
Ｒ
宮
中
ダ
ム
の
維
持
流
量
水
を

活
用
し
た
水
力
発
電
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

末
や
お
盆
は
予
約
が
困
難
な
状
況
で
し
た
。

２
０
２
０
年
に
向
け
て
宿
泊
場
所
を
増
や
す

た
め
、
民
泊
に
つ
い
て
の
規
制
緩
和
が
行
わ

れ
れ
ば
、
こ
の
地
域
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く

べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
④
全
国
的
な
知
名

度
も
上
が
り
、
地
方
自
治
体
や
民
間
団
体
な

ど
48
団
体
が
視
察
に
来
ま
し
た
。
海
外
か
ら

も
４
団
体
が
訪
れ
ま
し
た
。
⑤
ト
イ
レ
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
⑥
開
催
年
以
外
の
取
組
み
が
ま

だ
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
大
き
な
課
題
で

す
。
雪
花
火
な
ど
平
年
の
イ
ベ
ン
ト
も
し
っ

か
り
実
施
し
て
、
普
遍
的
な
大
地
の
芸
術
祭

の
里
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

大地の芸術祭第６回展閉会式

小水力発電を建設予定の宮中取水ダム

ギ
ー
開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て

答
弁 

①
現
在
、
ダ
ム
本
体
の
構
造
的
な
問

題
を
は
じ
め
、
技
術
的
な
課
題
に
つ
い
て
、

そ
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
は
発
電
所
の
規
模
、
建
設
位
置
、
取
水

方
法
及
び
放
流
ル
ー
ト
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
と

維
持
管
理
や
売
電
方
法
な
ど
事
業
計
画
の
検

討
を
行
い
、
平
成
28
年
度
に
基
本
構
想
の
策

定
を
考
え
て
い
ま
す
。
②
既
に
「
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
」「
下
条
み
よ
し
の
湯
」「
松
之
山
支

所
」
に
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
や
小
型
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
機
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

第
二
次
総
合
計
画
の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
創
出
30
％
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

飯
塚
茂
夫 

議
員

太
田
祐
子 

議
員
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市政のここが聞きたい!一般 質問

十
日
町
市
に
お
け
る

�

こ
の
先
の
農
業
産
業
に
つ
い
て

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
・

�

文
化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
問
う

質
問 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
交
流
セ
ン
タ

ー
と
文
化
ホ
ー
ル
・
公
民
館
の
運
営
に
つ
い

て
①
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
交
流
セ
ン
タ
ー

は
28
年
度
直
営
、
29
年
度
か
ら
指
定
管
理
の

予
定
だ
が
、
文
化
ホ
ー
ル
・
公
民
館
も
指
定

管
理
で
運
営
す
る
の
か
。
②
受
託
者
の
職
員

採
用
は
ど
う
す
る
の
か
。
③
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
一
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
活
用
が
重
要
だ

が
、
ど
う
運
営
す
る
の
か
。

答
弁 

①
指
定
管
理
を
基
本
と
し
て
現
在
策

定
を
準
備
し
て
い
る
管
理
運
営
計
画
の
中
で

検
討
し
ま
す
。
②
平
成
28
年
度
は
管
理
運
営

の
一
部
を
中
間
支
援
組
織
に
業
務
委
託
す
る

予
定
で
、
現
体
制
で
不
足
す
る
職
員
は
中
間

支
援
組
織
が
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
用
途
に
も
対
応
で
き
る
構
造
と
な

っ
て
お
り
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
の
展
示

や
発
表
な
ど
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
運
営
は
中
間
支
援
組
織
が
広

報
や
周
知
な
ど
側
面
的
な
支
援
を
担
い
ま
す
。

質
問 

ア
ー
ト
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
「
石
彫
の
ま
ち
と
お
か
ま
ち
」
に
つ
い
て

①
市
は
今
後
の
あ
り
か
た
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
②
石
彫
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
開
催

と
結
い
の
里
の
継
続
使
用
に
つ
い
て
③
来
年

開
催
の
県
展
に
つ
い
て　

答
弁 

①
石
彫
作
品
の
活
用
と
併
せ
て
市
民

質
問 

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し
、
政
府
も
大
綱
を

出
し
た
が
、
流
通
業
者
で
は
持
ち
得
な
い
十

日
町
市
と
い
う
名
の
行
政
信
用
を
使
っ
て
行

政
が
先
頭
に
な
り
、
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
、
契
約

栽
培
の
受
注
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。
②

農
業
関
係
の
手
厚
い
行
政
補
助
制
度
を
農
産

物
の
Ｐ
Ｒ
、
販
売
支
援
、
農
地
紹
介
な
ど
、

生
産
者
の
所
得
が
上
が
る
よ
う
な
予
算
シ
フ

ト
を
す
べ
き
と
思
う
が
。
③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
進
め

ば
生
産
者
が
直
販
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も

必
要
と
思
う
が
。

答
弁 

①
農
業
の
成
長
産
業
化
に
は
、
課
題

を
克
服
し
つ
つ
、
競
争
社
会
に
勝
ち
抜
く
た

め
の
一
層
の
経
営
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
生
産
者
に
は
、
販
路
を
見
極

め
る
販
売
力
と
経
営
感
覚
、
高
品
質
な
農
畜

産
物
の
生
産
技
術
を
、
集
荷
・
流
通
業
者
に

は
、
市
場
の
動
き
か
ら
判
断
す
る
経
営
感
覚

と
販
売
力
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら

が
一
体
と
な
っ
た
強
い
産
地
を
目
指
し
て
支

援
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
市
の
大
き
な
役
割

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
②
市
や
国
の
事
業
を

活
用
し
収
入
を
向
上
さ
せ
て
い
る
事
例
も
あ

り
、
支
援
の
効
果
が
現
れ
始
め
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
当
地
の
農
業
生
産
の
状

況
等
を
し
っ
か
り
把
握
し
な
が
ら
議
員
の
お

っ
し
ゃ
る
方
向
に
足
元
を
固
め
て
施
策
を
作

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
③
既
に
、

活
動
セ
ン
タ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
を
活
用
し
た
事
業
展

開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
文
化
芸
術
関

係
者
と
大
地
の
芸
術
祭
の
連
携
に
よ
る
新
し

い
文
化
芸
術
の
振
興
策
に
つ
い
て
も
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
②
石
彫
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
生
ま
れ
た
作
品
は
貴
重

な
財
産
で
あ
り
、
こ
れ
を
生
か
す
た
め
の
取

組
み
と
し
て
今
年
度
石
彫
会
が
主
体
で
結
い

の
里
を
会
場
に
石
彫
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
・
石

彫
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
石
彫
作
品
制
作

は
町
中
で
は
難
し
く
、
結
の
里
は
適
地
と
判

断
し
て
お
り
、
継
続
使
用
に
つ
い
て
も
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。
③
来
年
６
月
に
開
催
す

る
計
画
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

十日町高校隣に建設中の市民文化ホール・
中央公民館　　　　　　　　　　　　　　

安心安全でおいしい十日町産のコメと野菜

生
産
者
が
市
単
の「
販
売
力
強
化
支
援
事
業
」

を
活
用
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
改
修

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
米
の
販

売
を
大
い
に
増
加
さ
せ
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
欲
あ
る
方
を
積

極
的
に
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
崎
哲
也 

議
員

藤
巻
　
誠 

議
員
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市政のここが聞きたい!一般 質問

陸
上
競
技
場
　
野
球
場
　
副
読
本

笹
山
遺
跡
　
日
本
遺
産
　
鮭
観
察
場

総
合
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

希
望
が
叶
え
ら
れ
る
事
業
計
画
を

質
問 

①
介
護
保
険
の
制
度
改
正
で
、
市
が

実
施
の
総
合
事
業
で
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

事
業
展
開
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
単
価
は
。
②
総
合
事
業
で
は

事
業
の
上
限
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
理
由
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
抑
制
し
な
い

事
業
計
画
を
。
③
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
希
望

は
原
則
、
要
介
護
3
以
上
に
な
っ
た
が
、
入

所
希
望
者
へ
の
対
応
は
。
④
簡
便
な
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
振
り
分
け
を
行
う
の
で
は

な
く
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
が
活

質
問 
①
十
日
町
市
陸
上
競
技
場
で
は
大
会

時
に
路
上
駐
車
が
あ
り
、
ア
ッ
プ
す
る
選
手

が
道
路
を
走
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す

る
か
。
②
野
球
場
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
。

市
営
三
球
場
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
。
③

旧
市
町
村
の
歴
史
上
人
物
を
記
載
し
た
一
冊

の
副
読
本
を
出
版
し
た
ら
ど
う
か
。
④
笹
山

遺
跡
発
掘
現
場
の
保
存
施
設
建
設
は
可
能
か
。

⑤
縄
文
で
日
本
遺
産
に
挑
戦
し
て
い
る
か
。

北
条
時
頼
の
諸
国
回
行
自
治
体
で
連
携
し
て
、

日
本
遺
産
に
挑
戦
し
な
い
か
。
⑥
飛
渡
川
の

道
城
巻
橋
を
安
全
な
鮭
産
卵
観
察
場
所
に
で

き
な
い
か
。

答
弁 

①
関
係
機
関
と
協
議
し
、
周
辺
道
路

利
用
状
況
の
安
全
性
を
把
握
し
、
可
能
な
限

り
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
場
と
し
て
は
隣
接
の
笹
山
野

球
場
の
効
率
的
な
利
活
用
方
法
を
野
球
連
盟

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
②
野
球
連

盟
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
等
の
意
見
を
お

聞
き
し
、
運
営
方
針
を
決
め
た
い
と
考
え
ま

す
。
③
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
に
ふ
る
さ
と
の
歴
史
上
の
人
物
を
学

ぶ
こ
と
は
大
変
価
値
あ
る
こ
と
で
す
。
学
校

歴
史
副
読
本
の
作
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
教

材
」
の
作
成
を
進
め
て
お
り
、
名
誉
市
民
10

名
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
④
笹
山
遺
跡
を

供
を
制
限
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状
況

に
応
じ
て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
③
特
養
ホ
ー
ム

の
入
所
を
希
望
す
る
要
介
護
１
・
２
の
方
で

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
は
特
例
的

に
認
め
ら
れ
ま
す
。
④
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
は
高
齢
者
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
手

段
の
一
つ
で
す
。
要
介
護
認
定
の
申
請
を
希

望
さ
れ
る
方
に
対
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
介

護
認
定
を
進
め
、
継
続
的
に
支
援
が
必
要
な

方
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
し
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

魚沼地域唯一の日本陸連第２種公認
十日町市陸上競技場　　　　　　　

発
掘
し
た
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
は
維
持
管
理

や
設
備
費
用
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

一
度
土
を
覆
い
か
ぶ
せ
る
こ
と
で
安
定
的
に

保
存
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
⑤
北
条
時
頼

の
諸
国
回
行
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
全
国
各

地
に
同
様
の
伝
承
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
シ

リ
ア
ル
型
で
の
日
本
遺
産
の
取
組
み
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。
⑥
橋
を
観
察
場
と
す
る
に

は
橋
り
ょ
う
の
改
築
が
必
要
と
な
り
、
構
造
、

強
度
的
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
単
独
で
歩
道

橋
を
整
備
す
る
に
も
改
築
に
比
べ
て
費
用
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
後
の

遡
上
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討

し
ま
す
。

吉
村
重
敏 

議
員

鈴
木
和
雄 

議
員

介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）の構成
〈 現 行 〉

介護給付（要介護１～５）

〈 見直し後 〉

訪問看護、福祉用具等介護予防給付
（要支援1～2）

介護予防事業

包括的支援事業

新しい介護予防・日常生活支援総合事業

包括的支援事業

訪問介護、通所介護

介護給付（要介護１～５）

任 意 事 業 任 意 事 業

介護予防給付（要支援１～２）

介護保険制度

地
域
支
援
事
業

地
域
支
援
事
業

●○一次予防事業
●○二次予防事業

●○地域包括支援センターの運営
・介護予防ケアマネジメント、総合相
　談支援業務、権利擁護業務、ケアマ
　ネジメント支援

●○介護予防・生活支援サービス事業

●○一般介護予防事業

●○地域包括支援センターの運営
　（左記に加え、地域ケア会議の充実）
●○在宅医療・介護連携の推進
●○認知症施策の推進
●○生活支援サービスの体制整備

・訪問型サービス
・通所型サービス
・生活支援サービス（配食等）
・介護予防支援事業（ケアマネジメント）

現行と同様

▼

事業に移行

全市町村
で実施

多
様
化

充
実

▼
▼

▼
▼

（要支援1～2、それ以外の者）

用
す
る
と
位
置
づ
け
る
べ
き
。

答
弁 

①
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
担
い
手
の
有

無
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
平
成
28
年
度
に
モ

デ
ル
的
に
事
業
に
取
り
組
む
中
で
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
か
選
定
し
ま
す
。
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防

給
付
の
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
ま
ま

総
合
事
業
へ
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
単
価
に
つ
い
て
は
現
行
の
報

酬
単
価
と
同
等
に
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
に

つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
勘
案
し
た
上

で
、
近
隣
市
町
村
と
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら

設
定
し
ま
す
。
②
上
限
額
を
理
由
に
専
門
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
方
へ
の
提
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

視
察
報
告

REPORT●
管
内
行
政
視
察　

　

６
月
26
日
、
管
内
視
察
と
し
て
、
ま
つ

だ
い
芝
峠
温
泉
「
雲
海
」、
道
の
駅
「
瀬
替

え
の
郷
せ
ん
だ
」、「
岩
瀬
ト
ン
ネ
ル
」
の

３
か
所
を
回
り
ま
し
た
。
ま
つ
だ
い
芝
峠

温
泉
と
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
は
、

今
年
度
か
ら
㈱
上
越
観
光
開
発
が
指
定
管

理
を
受
け
て
お
り
、
峠
社
長
よ
り
、
十
日

町
市
か
ら
の
委
託
料
を
１
円
で
も
減
ら
す

こ
と
に
努
め
て
い
る
と
い
う
大
変
心
強
い

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。「
瀬
替
え
の
郷
せ

ん
だ
」
は
、
一
般
的
な
道
の
駅
と
は
違
い
、

㈱
あ
い
ポ
ー
ト
仙
田
が
指
定
管
理
の
も

と
、
仙
田
地
区（
９
集
落
）の
生
活
の
場
と

し
て
の
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
と
農
産
物
の
直
売

所
事
業
、
福
祉
の
場
と
し
て
の
高
齢
者
の

通
所
事
業
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
家
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
営

農
委
員
会
を
組
織
し
、
農
業
の
負
担
軽
減

と
営
農
継
続
の
た
め
の
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
岩
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
道
４
０
３
号

の
岩
瀬
〜
白
倉
間
の
難
所
が
改
良
さ
れ
、

長
年
の
地
域
住
民
の
願
い
が
実
現
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
３
件
と
も
現
地
視
察
は

現
場
を
実
際
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現

場
の
声
を
関
係
者
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き

て
、
大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

●
管
外
行
政
視
察　

・
山
梨
県
北
杜
市
：
平
成
27
年
11
月
５
日

　

恵
ま
れ
た
自
然
資
源
を
活
か
し
、
小
水

力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
植
物
工
場
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
水
力
発

電
は
、
か
ん
が
い
用
水
を
活
用
し
た
も
の

で
、
市
営
１
か
所
、
民
間
３
か
所
が
稼
働

し
て
お
り
、
北
杜
市
全
世
帯
の
年
間
電
力

消
費
量
の
10
％
を
賄
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
農
業
の
企
業
参
入
が
盛

ん
で
25
法
人
が
進
出
。
我
々
が
視
察
し
た

㈲
ア
グ
リ
マ
イ
ン
ド
で
は
、
中
玉
ト
マ
ト

を
㈱
カ
ゴ
メ
と
契
約
栽
培
し
、
オ
ラ
ン
ダ

の
先
進
技
術
を
導
入
し
て
、
70
ｔ
／
ｈａ
の

収
量
で
普
通
農
場
の
３
・
５
倍
の
実
績
を

上
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

・
山
梨
県
甲
府
市
：
平
成
27
年
11
月
６
日

　

青
年
層
の
新
規
就
農
者
の
定
着
の
た

め
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
窓
口
」
を
設
け
、

相
談
窓
口
を
一
本
化
し
、
や
ま
な
し（
県
）

農
業
ル
ネ
サ
ン
ス
総
合
支
援
事
業
な
ど
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
地
域
農
業
の
推
進
に

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

十
日
町
市
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
宮
中
ダ
ム
放

流
水
を
活
用
す
る
発
電
や
農
業
用
水
等
に

よ
る
小
水
力
発
電
の
導
入
、
ま
た
、
市
の

特
性
を
活
か
し
た
農
業
の
未
来
に
つ
い
て
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
視
察
と
な
り
ま
し

た
。

　

十
日
町
市
で
は
、
現
在
策
定
中
の
総
合
計

画
の
中
で
、
今
後
10
年
間
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
創
出
30
％
を
目
指
す
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
不
羈
の
会
で
は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
先
進
地
と
し
て
宮
崎
県
の
川か
わ

南み
な
み

町ち
ょ
う

を
視
察
し
ま
し
た
。
川
南
町
は
宮
崎
市
か

ら
電
車
で
30
分
の
距
離
に
位
置
し
、
人
口
約

１
万
６
千
人
の
町
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
民
間
会
社
の
社
長
が
行
政
の

援
助
を
ほ
と
ん
ど
受
け
ず
に
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
総
事
業

費
は
28
億
円
で
平
成
27
年
４
月
に
発
電
プ
ラ

ン
ト
の
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
㈱
宮

崎
森
林
発
電
所
社
長
の
山
下
さ
ん
は
、
農

家
の
出
身
で
現
在
も
露
地
野
菜
を
30　
ｈａ
と

年
産
百
万
羽
の
養
鶏
場
を
経
営
さ
れ
て
お

り
、
平
成
17
年
に
は
鶏
ふ
ん
を
燃
料
と
し
た

11
万
２
千
kW
の
発
電
を
始
め
て
お
り
、
こ
の

事
業
の
成
功
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
取

り
組
む
確
信
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

作
業
服
姿
で
我
々
に
応
対
し
て
く
れ
た
山
下

社
長
は
熱
心
に
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
説
明
の
冒
頭
に
「
発
電
事
業
は
商
売
と

し
て
は
楽
で
す
。」
と
切
り
出
さ
れ
、『
商
売

で
一
番
苦
労
す
る
の
は「
売
る
」こ
と
と「
売

不
羈
の
会
（
ふ
き
の
か
い
）

会
派
通
信

か
い
は 

つ
う
し
ん

り
上
げ
の
回
収
」
で
す
。
こ
の
発
電
事
業
は

20
年
間
は
買
い
取
り
先
も
、
価
格
も
決
ま
っ

て
い
る
し
、営
業
経
費
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
こ
と
は
燃
料
と
な
る
木
材
を
い
か
に

安
く
手
に
入
れ
る
か
で
す
。』
と
自
信
た
っ

ぷ
り
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
木
材
の
収
集

は
収
集
車
両
や
重
機
で
運
搬
し
、
チ
ッ
プ
工

場
で
破
壊
し
、
チ
ッ
プ
化
し
て
発
電
所
へ
運

搬
す
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
年
間
４
、５
５
０
万
kW
、
一
般
家
庭

の
一
万
世
帯
分
の
発
電
を
行
い
、
従
業
員
41

名
の
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

十
日
町
市
も
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
手
入

れ
の
行
き
届
か
な
い
山
林
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
今
後
は
山
林
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
可
能
性
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

議会 ポートレ

年間4,550万kWを発電する㈱宮崎森林発電所
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賛否等の状況

議
案
番
号
等

議
決
結
果

賛　
　
　

成

反　
　
　

対

政策クラブ　自由の風 不
ふ

羈
き

の会 三
さん

 矢
し

 会 　礎
いしずえ

　 日本共産党
十日町市議団 市民クラブ 凜

りん

近
藤
紀
夫

羽
鳥
輝
子

遠
田
延
雄

吉
村
重
敏

藤
巻　

誠

高
橋
俊
一

飯
塚
茂
夫

仲
嶋
英
雄

庭
野
政
義

涌
井　

充

小
嶋
武
夫

高
橋
洋
一

鈴
木
一
郎

村
山
達
也

小
林
弘
樹

宮
沢
幸
子

福
崎
哲
也

大
嶋
由
紀
子

村
山
邦
一

安
保
寿
隆

鈴
木
和
雄

太
田
祐
子

小
林　

均

小
野
嶋
哲
雄

川
田
一
幸

124 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
127 原案可決 20 4 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
129 原案可決 17 7 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ※
136 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
139 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
142 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
143 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
144 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
145 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

賛否が分かれた議案のうち、起立採決等により個々の賛否が明らかな議案について掲載。
（○：賛成、×：反対、−：欠席）※議長は議決に加わらず。

12月定例会議決結果
議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会

審査結果 採決状況 議決結果

市

長

提

出

議

案

122 人権擁護委員候補者の推薦（相
あい

澤
ざわ

きよえ氏） −
全員賛成

同 意

123 建物の無償譲渡（旧清田山冬季分校地下倉庫） − 原案可決
124 第二次十日町市総合計画基本構想の策定

総務文教
可決

賛成多数 原案可決
125 十日町地域広域事務組合規約の変更

全員賛成 原案可決
126 十日町市行政財産使用料徴収条例の一部を改正する条例制定
127 十日町市防災基本条例制定 賛成多数 原案可決
128 十日町市税条例等の一部を改正する条例制定 全員賛成 原案可決
129 十日町市入湯税条例の一部を改正する条例制定 賛成多数 原案可決
130 指定管理者の指定（十日町市総合体育館ほか10施設）

全員賛成 原案可決

131 字の変更（当間地区）

産業建設
可決

132 字の変更（上川手地区）
133 十日町市産業拠点強化を促進するための市税の特例に関する条例制定
134 十日町市シェアハウス条例制定
135 十日町市里山文化交流施設条例制定
136 十日町市まちなかステージ条例制定 賛成多数 原案可決
137 十日町市公園条例の一部を改正する条例制定

全員賛成 原案可決
138 地籍調査事業による住所表示の変更に伴う関係条例の整理に関する条例制定
139 指定管理者の指定（まつだい雪国農耕文化村センター等及び十日町市まつだい郷土資料館） 賛成多数 原案可決
140 指定管理者の指定（十日町市オーストラリア・ハウス）

全員賛成 原案可決
141 津南地域衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び津南地域衛生施設組合規約の変更

厚生環境
可決

142 十日町市印鑑条例の一部を改正する条例制定

賛成多数 原案可決
143 十日町市住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部を改正する条例制定
144 十日町市個人番号カードの利用に関する条例制定
145 十日町市地域保育所条例の一部を改正する条例制定
146 指定管理者の指定（羽根川荘）

全員賛成 原案可決

147 指定管理者の指定（平成園）
148 指定管理者の指定（十日町市川西福祉センター）
149 指定管理者の指定（十日町市斎場）
150 平成27年度十日町市一般会計補正予算（第６号） −
151 平成27年度十日町市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） −
152 平成27年度十日町市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号） −
153 平成27年度十日町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） −
154 平成27年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第３号） −
155 平成27年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） −
156 平成27年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第３号） −
157 平成27年度十日町市水道事業会計補正予算（第３号） −
158 新潟県市町村総合事務組合規約の変更 −

議会
提出
議案

20 議員派遣 − 全員賛成 原案可決
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皆さんも市議会を
傍聴してみませんか!!

次の３月定例会は、３月初旬に予定しています。
詳しくは議会事務局へご照会ください。

☎025-757-3119（直通）

に、議会で決める内容で多いのは、「すみよい毎
日をおくるためにどんな事をすればよいか」でし

た。いつも議会でこんな事を決めていてくれているのは
知らなかったし、とてもうれしい気持ちになりました。

聴していて気づいたことがあります。それは、
私たちが学級活動でやっている話し合いに、

にているところです。
　私は「十日町をもっと住みよい場に」「十日町を
選んでくれるように」と、たくさんの方たちが議会
に参加して話し合っているのを見て、たくさんの人
が十日町をよい市にしてくれているんだなと思いま
した。

　12月１日と４日の両日、�西小学校の６年生35名が
市役所見学と議会傍聴に来られました。
　４日の議会傍聴後に、全員から寄せられた感想の
一部をご紹介します。

主日、傍聴に行ったら、１日に行った時
よりも、空気がきんちょうしている感

じで、私まできんちょうしてしまいました。
　議員さんも、男性の方が多くてビックリし
ました。
　「議員の方やその他の方たちも、自分が話
している時はきんちょうすると言っていた」
と、前回の質問の時に答えてくださっていま
した。でも、傍聴したら、きんちょうしてい
るように見えませんでした。きんちょうを人
の前で見せないのは、とてもすごいと思いま
した。そして、見習いたいと思いました。

４

日の見学で、議員さんの席と議長さんの席
にすわって質問をした時とはちがって、４

日は市長さんや議長さん、議員の方がとてもいっぱ
いいてびっくりしました。
　「起立採決」をしてその意見に賛成かなどを早く
決めていたのですごいなと思いました。
　「起立採決」をする前に議員さんが説明をしてい
て、それから、そのことについて話したり「起立採
決」をしたりすることが分かりました。
　後ろの席には、記者席もあることが分かりました。

１

月家で目にしている「市報
とおかまち」といっしょに

でている「市議会だより」に、議
会で決まったことが “全て” 書い
てあると聞きました。「市報とお
かまち」も「市議会だより」も家
にあると思うから、家の人たちと
じっくり読んでみたいです。

毎

会の話を聞いて、市長さんや議員さんは、十
日町を良い市にしようとがんばっているか

ら、市民の私達も簡単なことだけど、ゴミ拾いをし
たり、ポイ捨てをしないことを守ったりして、「ゴ
ミ０」を目指していけたらいいと思いました。もし、
友達がポイ捨てをしていたら注意をして、「ゴミ０」
を目指したいと思いました。

議 容は、難しい言葉や難しい事であまり分から
なかったけれど、最後までしっかりと聞くこ

とができました。
　最後の話の方で、市長の関口さんが「少子化」と「高
れい化」という言葉（キーワード）を使っていまし
た。社会の教科書に書いてあったように「今、若い
人が少なくなっていて高れい者が年々、多くなって
きています。」とおっしゃっていました。一方で、「元
気な高れい者が増えてほしいです。」ともおっしゃ
っていました。

内

傍

まる前は、傍聴席にすわるのは初めてでとて
もドキドキしていました。始まると議員の方

や、市長さんが台に立って発表していました。
　「人権」のことについて話していて、ここでも市
民のことを考えて話しているんだなと思いました。
難しい言葉もあったけれど、本物の議会を見ること
ができてうれしかったです。

始

議 会 傍 聴
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インターネットで
本会議の様子を配信しています！
定例会の生中継や過去
の本会議をパソコンで
視聴できます。

十日町市ホームページ→

十日町市ホームページ→

視聴方法

ご利用方法

議会中継

市議会だより

会議録の検索と閲覧

→

→

＊会議録の検索は

　

昨
年
は
、
地
方
創
生
元
年
で
し

た
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
さ
ら
に

十
日
町
市
も
十
日
町
流
で
十
日
町

ら
し
さ
を
生
か
し
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
方
創

生
が
上
手
く
い
か
な
い
理
由
は
3

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
①
や
り

っ
放
し
の
行
政
②
頼
り
っ
放
し
の

民
間
③
全
然
無
関
心
の
市
民
。
こ

の
3
つ
が
融
合
す
る
と
地
方
創
生

は
絶
対
に
上
手
く
い
か
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
は
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
し
つ
つ
民

間
企
業
の
状
況
を
把
握
し
、
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
の

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、「
選
ば
れ
て
住
み

継
が
れ
る
ま
ち 

と
お
か
ま
ち
」

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

緒
に
歩
ん
で
行
く
一
年
に
し
ま
し

ょ
う
。�

大
嶋
由
紀
子

http://www.tokamachi-city.stream.jfit.co.jp/

【お問い合わせ】

十日町市議会事務局
〒948−8501
十日町市千歳町３丁目３番地

市役所本庁舎３階
電話�025-757-3119
FAX�025-757-5999

音訳版の「ぎかいだより」の配信を始めました 表紙写真について
今号の表紙は十日町総合高校写真部の作品です。

十日町総合高校写真部

　十日町総合高校写真部は女子９名で毎日作品作りを中心に
活動しています。今年は例年より少雪ですが、雪国ならでは
の暖かい日常をたくさん撮影していきます。

　
十
日
町
市
議
会
だ
よ
り
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／
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市
議
会
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編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
11
月
９
日
に
ク
ロ
ス
テ
ン
を
会
場
に
、

県
立
十
日
町
病
院
院
長
の
塚
田
芳
久
氏

を
講
師
に
招
き
「
魚
沼
医
療
再
編
と
地

域
医
療
構
想
」
の
演
題
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
塚
田
院
長
の
お
話
で
は
、
現
在
、
十

日
町
病
院
は
平
成
28
年
度
の
新
外
来
棟

開
院
に
向
け
て
着
々
と
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
４
階
建
て
の
外
来
棟
と
７
階
建

の
入
院
棟
の
一
部
が
建
設
さ
れ
、
内
装

工
事
も
順
調
と
の
こ
と
で
し
た
。
地
盤

が
良
い
た
め
、
く
い
打
ち
が
不
要
で
、

基
礎
は
４
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、

良
質
な
免
震
ゴ
ム
を
設
置
し
、
水
・
重

油
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
資
源
は
地
下

に
貯
蔵
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
医
師
数
は
こ
れ
ま
で
で
一
番

多
く
、
充
実
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

春
か
ら
市
独
自
の
施
策
と
し
て
開
始
さ

れ
た「
医
師
派
遣
大
学
寄
附
事
業
」「
医

師
研
究
資
金
貸
与
事
業
」
に
よ
る
成
果

が
大
き
く
、
来
年
度
に
向
け
て
、
大
変

優
秀
な
臨
床
研
修
医
が
応
募
し
て
く
れ

た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
塚
田
院
長
は
、
県
医
師
会
理
事
、
日

本
医
師
会
理
事
、
全
国
自
治
体
病
院
協

議
会
理
事
の
要
職
を
務
め
て
い
る
た

め
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
の
経

緯
や
、
必
要
な
時
に
必
要
な
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
社
会
に
向

け
て
の
所
見
や
、
地
域
に
お
け
る
医
療

及
び
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
、
在
宅
医
療
、
在
宅

看
取
り
、
十
日
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
モ
デ
ル
イ
メ
ー
ジ
等
、
多
岐
に

わ
た
る
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
さ

れ
、
最
後
に
、
看
護
学
校
の
必
要
性
を

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」を

�

開
催
し
ま
し
た

2015
11.9
市議会主催

（左側中段にあります）

（左側中段にあります）

扌

扌

「ぎかいだより」発行日の約２週間後からご利用いただけます。

講演をする塚田院長


